






















































































20代 30代 40代 50代 小計 合計
? 4 16 17 22 59??
女 6 ！2 8 6 32
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? 8 47 28 33 116??
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記号 第三者敬語 聞き手敬語 日本語例文 韓国語例文
一尊一丁 尊敬語不使用 常体 （父が）買ってきた。 （。圏ス17ト）朴鍛叫．iapocika）sa　wassta．





＋尊・一丁 尊敬語使用 常体 （父が）買っていらっしゃった。
（○圏ス1升）入｝皇ゑ・8．
iap。cika）sa　osyesse．












一尊・一丁 一尊・十丁 謙譲語g用 十尊・一丁 十尊・十丁 一目・一丁 十尊・十丁 十尊一丁 十尊・十丁
部下 90．1 9．9 21．3 3．2 66．6 8．9
父 同僚 82．9 17．1 21．6 3．4 64．9 10．0
上司 10．2 82．5 6．7 0．6 1L6 3．7 84．7
部下 64．3 24．2 2．7 5．6 3．2 30．3 5．3 54．3 10．1
同僚 57．6 28．7 3．8 4．5 5．5 36．4 6．1 47．6 9．8
課長 部長 Ll 43．6 26．5 1．1 27．7 2．4 39．5 0．8 57．3
他・課長 5．4 42．5 31．5 L7 18．9 6．4 24．7 3．7 65．2?
23．4 74．5 2．2 10．1 2．1 87．8
部下 79．3 9．3 1．1 6．9 3．3 56．1 4．1 34．4 5．4
同僚 76．5 12．0 1．4 6．3 3．8 59．6 6．3 28．5 5．7
上司
上司の岡僚 8．5 46．5 5．8 10．Q 29．1 8．5 28．4 5．4 57．7
上司の上司 3．0 34．5 15．1 8．2 39．2 3．4 47．9 2．3 46．4
部下 77ほ 10．8 1．1 8．7 2．2 79．2 7．9 10．8 2．1
年下の
緕i 同僚 74．7 14．9 1．7 7．5 1．1 78．8 9．1 9．1 3．0上司 5．5 50．8 8．4 8．8 26．4 4．9 73．0 2．2 19．9
部下 85．8 12．2 2．0 79．6 9．6 9．8 1．1
年上の
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謗O者 高めない 高める 高めない 高める
高めない 43 91．5 27 61．4 72 69．2 45 52．3
高める 4 8．5 17 38．6 32 30．8 4！ 47．7
合計 47名 100％44名 100％104名！00％ 86名 100％
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聞き手敬語一　　聞き手敬語十
ｩ本語
聞き手敬語一
@　　　　韓国語
聞き手敬語十
＋第三者敬語一　　＋第三者敬語十
図7　第三者敬語と聞き手敬語の相関関係
　図7をみると，聞き手敬：語を用いない場合は第王者敬語も用いないという傾向は，韓国語より
も日本語のほうが顕著である。また，聞き手敬語を用いない場合に第三者敬語を用いる割合は，
日本語よりも韓国語のほうが高い。このことは，韓圏語よりも日本語のほうが「第三者敬語の聞
き手敬語化」の傾向がみられるということを示唆している。ただ，韓国語の場合も，聞き手敬語
を用いるときは第三者敬語の使用率が上がる。このことは，韓国語においても「第三者敬語の聞
き手敬語化」がみられるということかもしれない。
5．まとめ
　以上，臼韓の社会人を対象としたアンケート調査を行い，聞き手の違いを含めた第三者敬語使
用という観点から臼韓の共通点や相違点について考察を行った。
　日本語では，聞き手が同等か目下の場合は，第三者敬語があまり使われず，全体的に韓国語の
ほうが第三者を高める割合が高いことも明らかになった。
　しかし，その一方で，韓国語で，第三者が「父」，聞き手が親しい「部下」や「同僚」の場合
に，に30％の人が，通常絶対的に高められるとされる（梅田1987）「父」を高めていないことは
注Hに値する。「父」に対する敬語使用も時代の変化に伴い，変化しつつあるとみられる。日本
語は相対敬語が基調で，韓国語は絶対敬語が基調であるが，しかしその中でも親族に対する敬語
使用においては韓国語にも相対敬語的な一台があるといえる。
　さらに，韓国語における規範的な敬語法が現れるべき場面においても二尊法を守る人は半分程
度にすぎず，第三者も聞き手も両方高めてしまう新しい敬語法が使われている。これは上位者闘
の上下関係に関わらず，話し手にとって上位者である者はすべて絶対的に高めていることにな
る。素材敬語から対者敬語へと変遷してきた日本語の敬語の歴史的変化を考慮に入れると，圧尊
法の崩壊も聞き手に対する配慮：に起因している可能性があり，もしこのような考察が妥当であれ
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ば，対人的機能を重視してきた敬語の変化の流れに合致するものであるといえる。忍洲眉（1993）
では，圧縣法が完全に消滅したと述べているが，筆者の考えでは，完全な消滅ではなく，観在
進行中」または，「過渡期」にあると結論付けたい。
　また，このような第三者をより高めるという傾向は，男性よりは女性，40～50代よりは20～30
代目顕著であり，さらにIJI韓で共通する動きがみられた。また，これは薪語・流行語の受容過程
にみられる女性・若年層の積極性と相通ずるものだと考えられる。若年1轡におけるこのような敬
語使用は今後の日韓の敬語変化の方向を予測する材料になるものであろう。
　なお，第三者敬語と聞き手敬語の相関関係をみると，1三i本語の場合は，聞き手を高めるのに伴
って第王者を高めるという，「第三者敬語の聞き手敬語化jが明らかである。これに対し，韓国
語の場合は，聞き手敬語に関わらず尊敬語が用いられており，従来から言われている絶対敬語的
な性格をみせていた。
　以上の考察から，日本語・韓国語という書語の違いを超えて，対人敬語の優位という流れに共
通性がみられることがわかった。これは，一般に広く観察される対人機能重視の方向へ進む言語
変化の傾向とも無関係ではないと考えられる。今後さらに敬語使用の変化からこの点を実証的に
捉えることが必要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　放送関係者にはスタジオや副調整室などの現場の担当者である，PD，　FD，カメラ担当，　AI），
　放送記者やレポーターなどと，番組プnデューサーや管理・営業部門などのホワイトカラーの
　人々が含まれる。発酵の現場の雰囲気はかなり異なるが，放送業は一般社会人より書聖に厳し
　い職場とも言われている。
2　韓国での調査とH本での1次調査では第三者の親疎を分けて尋ねたが，分析結果，第三者の親
　疎差はあまりみられなかったため，日本での追茄調査では，第三者の親疎差は尋ねていない。
　　また，本稿の分析の際にも第王者の親疎差は特に問わない。なお，第三者である上司の性別に
　　よっても敬語運用は異なると予想されるが，設問文の長さなどを考慮し，今回はその差につい
　ては尋ねていない。
3　韓国語においては謙譲語が衰退し，現在は少数の語彙にしか残っていない（例：鱗管叫
　《yeccwupta，伺う》，黒磯碍《tulita，差し上げる》，里入1叫《mosita，お連れする》，唱叫
　《poypta，おElにかかる》など）。調査で厳いた動詞は謙譲語形式が存在しないため，韓国語
　においては「謙譲語使用」が現れていない。
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A　contrastive　study　of　honorifics　toward　the　third　person
　　　of　wofking　members　of　society　in　Japan　and　Kerea　：
Based　on　a　questioRnaire　survey
KIM　SooRim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywords
　　　　　　polite　use　of　the　respect　form，　absolute　honorifics，　relative　honorifics，
restraint　of　the　use　of　the　respect　form　（ApconPuP），　honorifics　toward　the　third　person
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　This　study　aims　to　clarify　honorifics　toward　the　thlrd　person　based　on　a　questionnaire　survey
of　working　members　of　society　in　Japan　arid　Korea．　The　results　of　the　survey　are　summarized　as
follows．
（1）　ln　the　case　of　Japanese，　honorific　toward　the　third　person　is　hardly　used　when　a　listener　is
　　　equivalent　or　subordinate　to　the　speaker，　whereas　in　Korean，　it　is　used　at　a　high　rate．
（2）　ln　the　case　of　Korean，　when　＃he　third　person　is　the　iifatheri’，　30％　of　the　respondents　did　not　use
　　　the　respect　form　to　their　i’subordinatesit　and　i’peers”．　1　regard　this　as　the　relative　honorific－
　　　ization　of　absolute　honorMcs．
（3）　ln　Korean，　only　haif　of　the　respondents　observe　the　standard　usage，　called　i’APconPeP　（
　　　restraiRt　of　the　use　of　the　respect　form）　’i．　This　may　imply　that　a　new　type　of　honorific　usage，　in
　　　which　respect　is　shown　towards　both　the　third　person　and　the　listener，　is　being　used．　This　type
　　　of　honorific　usage　is　also　observed　in　JapaRese．
（4）　The　tendency　to　show　respect　to　the　third　person　is　rnore　remarkable　in　women　than　in　men，
　　　and　iR　the　20－30is　than　in　the　40－i50is　in　both　languages．
（5）　As　for　the　correlation　between　the　respect　form　towards　the　third　person　and　that　towards　a
　　　listener，　the　”polite　use　of　the　respect　formii，　which　skows　respect　to　both　the　listener　and　tke
　　　third　person，　is　observed　more　reinarkably　in　Japanese　than　in　Korean．
　　　This　study　confTirms　the　predominance　of　politeness　towards　the　lis£ener　in　both　Japanese　and
Korean　as　well　as　the　similarities　between　ehe　two　languages　in　its　acceptance　process．　This　is
related　with　the　tendency　of　language　change　which　progresses　towards　valorizing　personal
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